
～設備や生産工程の改善により生産性向上へ～ 

 

 

 

 

 

【取組みの特記事項】 

◆計画的年次有給休暇を活用しながら、各人の希望も踏まえて、社員ごと、年間で８日（半年に

４日ずつ）取得を実現している。 

◆設備の自働化や設備の設置方法・作業方法の改善を進め、増産に対しても人員を増やさないで

対応することを進めている。また、人の判断が必要だった工程にシステムを導入・活用するこ

とで、省人化を進め、作業のエラー防止・品質向上につなげている。 

【現在取り組んでいることなど】 

・勤怠管理については、時間外労働が一定の時間を超えるとアラームが出るようなソフトウェア

を導入している。アラームがなったところで該当者の上長へ連絡し、過剰な労働とならないよ

う注意喚起し、時間外労働を適正に管理できるように対応している。 

・作業に対するシステムの導入を進めている。人為的なミスが起きやすい工程にバーコードシス

テムを導入し、出荷ミスやダブルチェックを減らす取り組みを行っている。また、生産管理シ

ステムの活用により、在庫管理の精度を高めながら、在庫確認の作業を減らすことを進めてい

る。 

・工場の新設時に、大きく増員することなく作業が進められるよう設備の設置方法・生産ライン

配置の工夫をしながら、１人の人間が複数の作業・工程に対応できるような取組みを行ってい

る。 

【雇用に対する将来への展望等】 

・社員教育、人事評価をより充実させ、技術だけでなく人間性を高められるような組織にしてい

きたい。 

・時代が変わり、社内のコミュニケーションが希薄になっているところがある為、業務をより円

滑に進められるような改善を図っていきたい。 

サンコールエンジニアリング 

株式会社 

事業概要：精密機能部品の設計製作販売 


